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１ 分母７の分数の６桁サイクル 

（１）１，１０，１００，１０００，１００００，１０００００を７で割った余りを答えなさい。 

 

（２） 

 
１

７
＝０.１４２８５７１４２８５７…，

２

７
＝０.２８５７１４２８５７１４…， 

 
３

７
＝０.４２８５７１４２８５７１…，

４

７
＝０.５７１４２８５７１４２８…， 

 
５

７
＝０.７１４２８５７１４２８５…，

６

７
＝０.８５７１４２８５７１４２…， 

となって，分母が７の分数はそれぞれが６桁周期で同じ数の並びを繰り返し，さらにその６桁は， 

１４２８５７を最初あるいは途中から始めて一周させた並びになっています。その理由を説明しなさい。 
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２ ７の倍数の６桁サイクル 

（１）１，１０，１００，１０００，…のように一番上の位の数が１で残りの位の数が０である数を小さい

ほうから順に７で割っていくとき，余りが１となる１０番目の数は何桁の整数ですか。 

 

（２）６桁の整数ａｂｃｄｅｆが７の倍数のとき，この数の並びを途中から始めて一周させた， 

ｂｃｄｅｆａ，ｃｄｅｆａｂ，ｄｅｆａｂｃ，ｅｆａｂｃｄ，ｆａｂｃｄｅも７の倍数になります。 

（ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆのどれかが０であった場合は，その数が一番上の位にきた数は５桁以下の７の倍

数になります。） 

その理由を説明しなさい。 
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３ 分母７の分数と７の剰余の６桁サイクル 

（１）各位の数がすべて９の整数のうちで，７の倍数である最小の整数を答えなさい。 

 

 

（２）６桁の整数ａｂｃｄｅｆを７で割った余りが０，１，２，３，４，５，６の場合に， 

ａｂｃｄｅｆに最も少なくて１０を何個かければ余りが同じになるかをそれぞれ答えなさい。 

 

 

 

 

（３）（１）より，分母が７の分数を小数にした場合，小数部分が６桁のくり返しになり，かつ，５桁以下

のくり返しにはならない理由を説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）（１）を利用して，分母が７の分数Ａを小数にした場合の小数部分がａｂｃｄｅｆのくり返しになっ

ているとき，Ａ×１０を小数にした場合の小数部分がｂｃｄｅｆａのくり返しになる理由を説明しなさ

い。 
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（５）以上を踏
ふ

まえて，
１

７
を小数にした場合の小数部分が１４２８５７のくり返しであり，ここから周期に

おいて並ぶ数を１つずつずらした４２８５７１のくり返しになるのが
３

７
，２８５７１４のくり返しにな

るのが
２

７
，という順に並べていくと，

１

７
，

３

７
，

２

７
，

６

７
，

４

７
，

５

７
となる理由を説明しなさい。 

 

 

 

 

 

（６）以上を踏まえて，２（２）を別の仕方で説明しなさい。 

 

 

 

 

 

（７）６桁の整数ａｂｃｄｅｆを７で割った余りがｍのとき， 

○ａｂｃｄｅｆ×１０を７で割った余り𝑥 

○ｂｃｄｅｆａを７で割った余り𝑦 

○
ｍ

７
×１０を計算して帯分数にしたときの分数部分

z

７
 

○
ｍ

７
＝０.ｐｑｒｓｔｕｐｑｒ…のときの，

w

７
＝０.ｑｒｓｔｕｐｑｒｓ… 

  について，𝑥＝𝑦＝𝑧＝𝑤となることを説明しなさい。 
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分母７の分数と７の倍数の６桁サイクル 

１（１）順に，１，３，２，６，４，５ （２）解説参照 

２（１）５５桁 （２）解説参照 

３（１）９９９９９９ （２）０…１個，１～６…６個 （３）～（７）解説参照 

 

１ 

（１）１，１０，１００，１０００，１００００，１０００００という１から始まり毎回１０倍することで

得られる数を７で割った余りを考えます。１０を７で割った余りは３なので，余りを順に３倍していき

７以上になったときはそれを７で割った余りを求めると， 

  １，１×３＝３，３×３＝９より２，２×３＝６，６×３＝１８より４，４×３＝１２より５， 

５×３＝１５より１となって，１，３，２，６，４，５という６個の数のくり返しになります。 

 よって，答えは順に１，３，２，６，４，５です。 

 

（２）
１

７
＝０.１４２８５７…を１００倍すると，１４.２８５７１４…となって，１４２８５７の途中から

始めて一周させた並びが小数部分で繰り返される。また，１００を７で割った余りは２なので， 

２

７
＝０.２８５７１４…となる。１，１０，１００，１０００，１００００，１０００００を７で割っ

た余りは１，３，２，６，４，５なので，
１

７
～

６

７
と０.１４２８５７…を１倍，１０倍，１００倍，１

０００倍，１００００倍，１０００００倍した数の小数部分は１対１で対応する。 

 

２ 

（１）１（１）より，１，３，２，６，４，５のくり返しになるので，１，１０，１００，…の数列にお

いて，１＋６×（１０－１）＝５５（番目）の数ですから，５５桁です。 

 

（２）ａｂｃｄｅｆを１０倍した，ａｂｃｄｅｆ０も７の倍数。ａｂｃｄｅｆ０を７で割った余りは， 

１×ａ＋５×ｂ＋４×ｃ＋６×ｄ＋２×ｅ＋３×ｆ＋１×０を７で割った余りに等しくなるので， 

５×ｂ＋４×ｃ＋６×ｄ＋２×ｅ＋３×ｆ＋１×ａは７の倍数。 

よって，ｂｃｄｅｆａも７の倍数。以降も同様にずらしていけるので，すべて７の倍数になる。 
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３ 

（１）１（１）より，１，１００００００のように，１の後に０が６の倍数個並ぶ数は，７で割ると余り

が１になります。よって，１００００００－１＝９９９９９９は７の倍数です。 

 

（２）１を７で割った余りは１，１００００００は９９９９９９＋１なので７で割った余りは１となるので，

６桁の整数ａｂｃｄｅｆを７で割った余りは， 

   １０を１個かけると余りは３倍，２個かけると余りは２倍，３個かけると余りは６倍，４個かけると

余りは４倍，５個かけると余りは５倍，６個かけると余りは１倍されてから，７以上になった場合は７

で割った余りになります。よって，以下の表のようにまとめられます。 

 

もとの余り 10 倍 100 倍 1000 倍 10000 倍 100000 倍 1000000 倍 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

１ ３ ２ ６ ４ ５ １ 

２ ６ ４ ５ １ ３ ２ 

３ ２ ６ ４ ５ １ ３ 

４ ５ １ ３ ２ ６ ４ 

５ １ ３ ２ ６ ４ ５ 

６ ４ ５ １ ３ ２ ６ 

 

   ７で割った余りが同じになるのは，０の場合は１０を１個，残りの場合は１０を６個です。 

 

（３）分母が７の分数の分数部分である，
□

７
＝

△

９９９９９９
となるので小数にすると６桁ごとのくり返し

になり，また，７が素数であることから，
□

７
は既約分数なので，分母が９…９の分数と通分する場合は

９９９９９９が最小だから。 

 

（４）Ａの分数部分である，
□

７
＝

ａｂｃｄｅｆ

９９９９９９
であり， 

ａｂｃｄｅｆ

９９９９９９
×１０＝

ａ×１０００００×１０

９９９９９９
＋

ｂｃｄｅｆ×１０

９９９９９９
 

＝ａ
ａ

９９９９９９
＋

ｂｃｄｅｆ０

９９９９９９
＝ａ

ｂｃｄｅｆａ

９９９９９９
となるから。 
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（５）９９９９９９÷７＝１４２８５７なので，
１

７
＝

１４２８５７

９９９９９９
であり， 

１

７
×１０＝

１４２８５７

９９９９９９
×１０＝１

４２８５７１

９９９９９９
， 

１

７
×１００＝

１４２８５７

９９９９９９
×１００＝１４

２８５７１４

９９９９９９
， 

…となって周期に並ぶ数は１つずつずれていく。 

また，１，１０，１００，１０００，１００００，１０００００を７で割った余りは 

１，３，２，６，４，５なので，
１

７
，

１０

７
，

１００

７
，

１０００

７
，

１００００

７
，

１０００００

７
の分数部

分は
１

７
，

３

７
，

２

７
，

６

７
，

４

７
，

５

７
，となるから。 

 

（６）ａｂｃｄｅｆは７の倍数なので，１０倍しても７の倍数。 

ａｂｃｄｅｆ０＝ａ×１００００００＋ｂｃｄｅｆ０＝ａ×（９９９９９９＋１）＋ｂｃｄｅｆ０ 

＝ａ×９９９９９９＋ｂｃｄｅｆａは７の倍数で，ａ×９９９９９９も７の倍数なので，ｂｃｄｅｆａ

も７の倍数になる。これを繰り返せば、ほかの並びも７の倍数になる。 

 

（７）ａｂｃｄｅｆ×１０＝ａｂｃｄｅｆ０を７で割った余りは， 

１×ａ＋５×ｂ＋４×ｃ＋６×ｄ＋２×ｅ＋３×ｆ＋１×０を７で割った余りに等しく， 

  ｂｃｄｅｆａを７で割った余りは， 

  ５×ｂ＋４×ｃ＋６×ｄ＋２×ｅ＋３×ｆ＋１×ａを７で割った余りに等しいので，𝑥＝𝑦。 

  ａｂｃｄｅｆ×１０÷７＝
ａｂｃｄｅｆ×１０

７
を帯分数にしたときの分子はａｂｃｄｅｆ×１０を７

で割った余りに等しいので，𝑥＝𝑧。 

  
ｍ

７
×１０＝０.ｐｑｒｓｔｕｐｑｒ…×１０＝ｐ.ｑｒｓｔｕｐｑｒｓ…＝ｐ＋

w

７
となるので，𝑧＝𝑤。 

  よって，𝑥＝𝑦＝𝑧＝𝑤 

 

 

 

 

Die Grundlagen

der Arithmetik

für die Aufnahmeprüfung

受験算数の基礎

分母７の分数と７の倍数の６桁サイクル


